
問1）

仕入日

買掛金決済日

売上日

売掛金決済日

解1）

買掛金決済日

売掛金決済日

仕入日

売上日

点/100点

商業簿記　Part9 外貨換算会計（外貨建取引）

氏名 点数

各論演習 9-1

　次の取引について仕訳を示しなさい。なお、当社は商品売買取引を三分法で記帳している。

　上記の買掛金￡1,000を支払うため、取引銀行でポンドに両替し、当座預金口座より仕入先に送金した。なお、当日の直物為替相

場は1ポンドあたり162円であった。

　米国の得意先ファリア社に対し、商品US＄1,000を掛けで販売した。なお、当日の直物為替相場は1ドルあたり140円であった。

　上記の売掛金US＄1,000の送金があり、取引銀行で円に両替し、当座預金口座に入金した。なお、当日の直物為替相場は1ドルあ

たり132円であった。

　英国の仕入先ホープ社より商品￡1,000を掛けで購入した。なお、当日の直物為替相場は1ポンドあたり166円であった。

借方 貸方

為替レート（GBP）

＠140 ＠132為替レート（USD）

仕入 買掛金決済

＠166 ＠162

売上 売掛金決済



問1）

売上日及び為替予約日

売掛金決済日

解1）

売上日及び為替予約日

売掛金決済日

借方 貸方

各論演習 9-2

　次の取引について仕訳を示しなさい。なお、当社は商品売買取引を三分法で記帳している。

　米国の得意先ファリア社に対し、商品US＄1,000を掛けで販売した。また、同時に取引銀行との間で1ドルあたり133円の為替予約

（ドル売りの予約）を行った。なお、当日の直物為替相場は1ドルあたり131円であったが、外貨建取引の換算には先物為替相場（予

約レート）を付すことにした。

　上記の売掛金US＄1,000の送金があり、取引銀行で円に両替し、当座預金口座に入金した。なお、当日の直物為替相場は1ドルあ

たり134円であった。

先物為替レート（USD） ＠133

商業簿記　Part9 外貨換算会計（外貨建取引）

氏名 点数
点/100点

売上 売掛金決済

直物為替レート（USD） ＠131 ＠134

為替予約



問1）

＜資料＞

①

②

③

④

＜参考＞決算時の会計処理（貨幣・非貨幣法）

貨幣項目 CR換算する

非貨幣項目 HRのまま

解1）

借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方

330,000

2,340

99,600

22,200

12,690

例 期末円貨額

無形固定資産、

前払金、前払費用

前受金、前受収益

（いつかお金に変わる項目は、直近日である

決算日レートで換算）

（あの時お金から変えた項目はあの時レート

のままで）

精算表（一部）

通貨・預金、

受取手形、売掛金、貸付金、

未収入金、未収収益

支払手形、買掛金、借入金、

未払金、未払費用

棚卸資産、有形固定資産、

貨幣性資産（いつかお金に変わる項目）

（あの時お金から変えた項目）

非貨幣性負債

非貨幣性資産

貨幣性負債

残高試算表 修正記入 損益計算書 貸借対照表

為替差損益

貸倒引当金繰入

勘定科目

売掛金

貸倒引当金

買掛金

前受金

　売掛金の期末残高について、貸倒実績率法により1％を貸倒れとして見積り、貸倒引当金を差額補充法により設定する。

商業簿記　Part9 外貨換算会計（外貨建取引）

氏名 点数
点/100点

各論演習 9-3

　次の資料にもとづいて、精算表を完成しなさい。なお、決算日の為替相場は1ドルあたり132円、1ユーロあたり144円である。

　売掛金のうちには米国のドレッパー社に対するものUS＄1,000が含まれており、取引時の為替相場1ドルあたり129円で換算されてい

る。

　前受金のうちにはドイツのラッヘ社より受け取った商品の販売に係る手付金€50が含まれており、取引時の為替相場1€あたり142円で

換算されている。

　買掛金のうちには米国のスタンガスン社に対するものUS＄300が含まれており、取引時の為替相場1ドルあたり131円で換算されてい

る。


